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【環境基金審査会】会議概要 

会 議 名 足立区環境基金審査会 

事 務 局 環境部長・須藤 純二、環境政策課長・加藤 鉄也 

開催年月日 令和５年３月２７日（月） 

開催時間  １４時００分から１５時３０分まで 

開催場所  足立区役所 庁議室 

出 席 者 

（※オンライン参加） 

※倉阪 秀史 かねだ 正 さの 智恵子 しぶや 竜一 ※茂木 福美 

※永野 充 ※舟山 奈緒子     

     

欠 席 者 袖野 玲子、町田 怜子 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
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（加藤鉄也 環境政策課長） 

みなさまこんにちは。環境政策課長の

加藤でございます。 

本来であれば、会長が会議を進行いた

しますが、今回、任期満了に伴う委員の

変更がございましたので、会長が決まる

までの間、私が進行させていただきま

す。 

会議に先立ちまして、事務局よりお知

らせがございます。 
今回も昨年同様、新型コロナウイル

ス感染症対策として、会場とオンライ

ンを併用した会議となっております。

ご発言は、なるべくゆっくり、はっきり

を意識していただきますようご協力を

お願いします。 

それでは、環境部長の須藤より、ひと

ことご挨拶をいたします。 

（須藤純二 環境部長） 

本日は審査会にご出席いただきありが

とうございます。 

今回から新しく委員となられた方もい

らっしゃいます。評価が難しい点もある

と思いますが、それぞれのお立場で審査

いただければと存じます。よろしくお願

いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

それでは、配布資料を確認します。事

前に郵送、またはメールでデータをお

送りした資料として、本日の次第、委員

名簿（紙資料では次第の裏面）、環境基

金助成申請一覧、申請書類３団体分、評

価の考え方と採択の基準（案）、評価シ

ート３枚がございます。 

続いて次第の３、委嘱状の交付に移り

ます。本来であれば、直接委嘱状をお渡

しするのですが、オンライン参加の皆さ

まには郵送により対応させていただきま

す。会場参加の方にはお席にご用意いた

しました。 

それでは今回、新体制になりましたの

で、学識者委員、区議会の委員、区民委

員の順に私からお名前をお呼びいたしま

すので、簡単に自己紹介をお願いしま

す。オンライン参加の方は、顔をお見せ

いただければと思います。 

初めにオンライン参加の学識者委員の

お三方いらっしゃいます。 

千葉大学大学院社会科学研究院教授の

倉阪秀史委員でございます。 

（倉阪秀史 委員） 

倉阪でございます。よろしくお願い

いたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ありがとうございました。本日は残念

ながら欠席となられましたが、芝浦工業

大学システム理工学部環境システム学科 

教授の袖野玲子委員、東京農業大学地域

環境科学部 域創生科学科 教授の町田怜

子委員がいらっしゃいます。 

続いて会場にご出席の区議会の委員の

皆さまでございます。 

かねだ正委員でございます。 

（かねだ正 委員） 

かねだ正でございます。よろしくお

願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

続きまして、さの智恵子委員でござ

います。 

（さの智恵子 委員） 

さの智恵子でございます。よろしく

お願いいたします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

続きまして、しぶや竜一委員でござ

います。 

（しぶや竜一 委員） 



しぶや竜一です。よろしくお願いい

たします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

続きまして、オンライン参加の区民委

員の皆さまでございます。 

茂木福美委員でございます。 

（茂木福美 委員） 

茂木です。よろしくお願いいたしま

す。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

よろしくお願いします。永野充委員

でございます。 

（永野充 委員） 

永野と申します。よろしくお願いし

ます。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

よろしくお願いします。舟山奈緒子

委員でございます。 

（舟山奈緒子 委員） 

舟山奈緒子です。よろしくお願いし

ます。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

委員のみなさま、どうぞよろしくお

願いいたします。 

次に、次第の４、会長等の選任にまい

ります。足立区環境基金審査会規則で、

会長は学識者委員の中から委員の互選に

よって定め、副会長は会長が指名すると

規定されております。 

まず、会長でございますが、学識者委

員は、倉阪委員、袖野委員、町田委員の

お三方でございますが、いかがいたし

ましょうか。 

（かねだ正 委員） 

事務局に一任します。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

ただいま、かねだ委員から事務局へ

一任いただく旨の提案をいただきまし

た。事務局といたしましては、前回から

引き続き、倉阪委員に会長をお願いし

たいと思います。オンライン参加の皆

様、会場の皆様いかがでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。倉阪委員を会

長に選任いたします。 

それでは、この後の進行は、倉阪会長

にお願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

オンラインで失礼いたします。倉阪で

ございます。また会長に選任いただきま

したけれども、基本的には進行管理、時

間内に審査が終わるように進行管理をす

る役割と思っております。 

それから、副会長を私の方から指名す

るということでございますけれども、今

日ご欠席になられておりますが、袖野玲

子委員に副会長をお願いしたいと思って

おります。欠席されていますが、この件

は事務局から内諾を取られていますか？ 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

大丈夫でございます。 

（倉阪秀史 会長） 

 それでは、そういった形で進めさせて

いただきます。本日は、委員定数９人の

ところ、７人全員出席しておりますの

で、会議が成立していることを報告いた

します。また、本日の議事録署名人につ

いては、さの委員としぶや委員を指名い

たします。よろしいでしょうか。 

続いて次第の６、資料の確認、会議公

開規定の取扱いについて事務局からお願

いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

会議公開規定の取扱いについてです

が、足立区環境基本条例の規定により、

「審査会の会議は公開とするが、議決が

あったときは、非公開とすることができ



る。」となっております。 

今回、委員が改選され、新しい審査会

になりましたので、今後の取り扱いを決

めていただきたいと思います。 

（倉阪秀史 会長） 

前回までのやり方を踏襲するという

ことが適切かと考えております。 

前回までの審査会では、申請者の報

告や質疑の部分は公開し、審査に関す

る部分は非公開としていました。 

これまでどおり、審査にあたる部分

は非公開、その他については公開とい

うことが良いかと思いますが、ご意見

などございますか。 

（異議なし） 

ありがとうございました。それでは、

審査の部分は非公開とすることとしま

す。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

今日はお一人、傍聴希望の方がいら

っしゃいます。 

（倉阪秀史 会長） 

傍聴者がいらっしゃるということで

すので、入っていただければと思いま

す。 

（傍聴人入室） 

傍聴の方は、会場の指示に従って傍聴

していただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

続いて、次第の７、審議の諮問につい

て、事務局からお願いします。 

（須藤純二 環境部長） 

環境部長の須藤です。足立区長から諮

問書が出ていますので朗読いたします。 

（諮問書 朗読） 

よろしくお願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま区長から諮問をいただきまし

たので、３件の申請についてしっかり審

査をしていきたいと思います。 

審査の前に、次第の８、評価の考え方

と採択の基準について、事務局から説明

をお願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 これから審査に入りますので、傍聴の

方にはご退席いただきます。 

（傍聴人退室） 

それではまず、本日の評価方法につい

て説明いたします。評価の考え方と採択

の基準（案）をご覧ください。 

申請は一般助成とファーストステップ

助成に分かれます。今回は、３件全てフ

ァーストステップの申請になります。フ

ァーストステップは書類のみでの審査と

なります。 

次に評価シートをご覧ください。申

請者ごとに１枚ずつのシートがござい

ます。全８項目を、５から０までの６

段階で評価していただきます。今回は

全て同じ評価項目となりますが、一般

助成は３部門あり、６項目が共通で、

２項目は部門ごとに異なります。一般

助成については参考でございます。 

会場でご参加の方は、各項目の評価

欄に数字をご記入ください。 

オンラインで参加の方は、事前にお

知らせした足立区オンライン申請シス

テムの専用入力フォームより、評価入

力をお願いいたします。１点ご注意い

ただきたいのは、オンライン申請シス

テムで入力していただいた結果は、後

で見返すことができませんので、お送

りした評価シートを、ご本人の控え等

としてご利用いただければと存じま

す。 

評価コメント欄には、活動内容と活

動経費の視点から、評価する、あるい



は評価しない理由、疑問点や条件を付

けたいことなどのコメントをご記入、

ご入力ください。採択・不採択をご検

討いただく際に使用します。 

次に採択について説明いたします。 

集計作業終了後、評価の集計結果と

コメントを画面上に公開します。その

結果を踏まえ、各申請について１件ず

つご確認、協議いただき、採択・不採

択を決定していただきます。 

採択の目安は全委員の合計が、６割以

上、つまり平均３以上の評価とします

が、例えば５割以下の点数を付けた委員

がいる場合など、評価にばらつきがある

場合は協議のうえ採択、不採択を決定い

ただきます。また、活動の一部のみ認め

る、助成金の使途を限定するなどの条件

を付けるときなどは、皆様のコメントな

どを考慮して、協議のうえ決定いただき

たいと考えております。 

案件によっては、審査が難しいことも

あるかもしれませんが、公費を使っての

助成でございます。専門家、区議会議

員、区民それぞれのお立場、視点での審

査をお願いいたします。 

以上、事務局案について説明いたし

ました。 

事務局からは以上です。 
（倉阪秀史 会長） 

はい。評価の考え方と採択の基準につ

いてお話しいただきました。３件ともフ

ァーストステップということで、新たな

活動のきっかけづくりを支援するという

ことで書類審査だけで決めることになり

ます。 

平均が３を超えるような点数が付けら

れると、基本的に採択という方針になり

ますので、評価にあたってもそういった

基準を念頭に置いて評価していただけれ

ばと思います。 

さらに、その条件を付けることができ

るということでございますので、そちら

については自由記述欄に記入していただ

いて、条件があれば活動内容活動経費に

ついてコメントがあれば書いていただけ

ればと思います。書かなくても構わない

という位置づけになります。 

何かご質問等ございますでしょうか。 

それでは、評価と採択の基準は、事務

局案のとおりでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございました。 

審査に移る前に一点確認をいたしま

す。委員の皆様の中に、本日の申請者と

利害関係のある方がいらっしゃいました

ら、挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

利害関係者なしと確認しました。 

それでは、次第の９、書類審査に移り

ます。 

委員の皆様で意見交換をし、そのうえ

で、評価していただきたいと思います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

 それでは、採択・不採択を取りまとめ

ます。 

 受付番号１・緑の保全および廃棄物

の処理の改善は採択、２・養蜂を通じ

た環境保全への貢献と地域住民交流を

活性化する活動は採択、３・子供に向

けた動物と一緒に学ぶ環境教育プログ

ラムの実施は採択となります。 

 委員の皆様、ありがとうございまし

た。これで本日の審査は終了いたしま

す。審査結果は、事務局を通じて、区長

に答申いたします。答申書については、



時間の都合もありますので、会長に一任

いただく形で、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、私の方で答申書を取りまと

めます。最後に委員の皆様から何かござ

いますか。 

ないようですので、事務局から事務連

絡をお願いします。 

（加藤鉄也 環境政策課長） 

 長時間にわたり、ご審議いただき、あ

りがとうございました。事務局からのお

知らせです。 

次回の環境基金審査会ですが、第二期

の申請についての審査会は調整中でござ

います。決まりましたらご案内させてい

ただきます。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。進行に若干

不手際がありまして、予定の時間を超過

してしまい、失礼いたしました。 

これをもちまして、環境基金審査会を

閉会します。ありがとうございました。 

 

以上 

 




